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含水中～小位。礫は
φ10～50mmの円～亜円礫主体。
含水小位。
φ10～40mmの円～亜円礫主体に
φ40～80mm介在。
3.70mにコア長20cmの玉石点在。
マトリックスは砂主体に若干細粒
土含む。

[5.00]含水中～やや多め。
φ10～30mmの亜円～亜角礫主体
にφ30～70mm介在。
マトリックスは砂及び細粒土。
[7.00]含水中位。
φ10～30mmの亜角～角礫多くな
る。φ30～80mm介在。
8.60m付近にコア長5cmの玉石点
在。
マトリックスは砂及び細粒土。
8.00～9.00m間所々薄く粘土挟む
。(層厚2～3cm)
[11.00]含水中位。
φ10～30mmの亜角～角礫多くな
る。φ30～60mm介在。
12.80～13.75m間粘土分及び砂分
多く混じる。
マトリックスは砂及び細粒土。
[14.00]13.75m以深やや締まった状
態呈す。
[18.00]18.00～21.50m付近比較的
礫分多く混入。礫φ10～30mmの
亜角～角礫主体。
22.00m付近より礫少な目。
[23.00]23.0m付近より
φ10～30mmの亜角～角礫主体。
φ30～70mm介在。
強風化し砂状化した礫混じる。礫
含有多くなり、マトリックスは細
砂及び粘土。マトリックスの砂も
密になる。砂岩の岩塊片混入。
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[5.00]含水中～やや多め。
φ10～30mmの亜円～亜角礫主体
にφ30～70mm介在。
マトリックスは砂及び細粒土。
[7.00]含水中位。
φ10～30mmの亜角～角礫多くな
る。φ30～80mm介在。
8.60m付近にコア長5cmの玉石点
在。
マトリックスは砂及び細粒土。
8.00～9.00m間所々薄く粘土挟む
。(層厚2～3cm)
[11.00]含水中位。
φ10～30mmの亜角～角礫多くな
る。φ30～60mm介在。
12.80～13.75m間粘土分及び砂分
多く混じる。
マトリックスは砂及び細粒土。
[14.00]13.75m以深やや締まった状
態呈す。
[18.00]18.00～21.50m付近比較的
礫分多く混入。礫φ10～30mmの
亜角～角礫主体。
22.00m付近より礫少な目。
[23.00]23.0m付近より
φ10～30mmの亜角～角礫主体。
φ30～70mm介在。
強風化し砂状化した礫混じる。礫
含有多くなり、マトリックスは細
砂及び粘土。マトリックスの砂も
密になる。砂岩の岩塊片混入。
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